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Vol.59 （2025年）
No. 5 機能解剖学に基づく疾患別理学療法
No. 4 スポーツパフォーマンス改善をめざす

プロフェッショナルの視点
No. 3 科学的介護
No. 2 遠心性収縮を考える
No. 1 隣接関節の運動の影響

Vol.58 （2024年）
No. 12 “子ども”と“母”をつなぎ支える理学療法
No. 11 Multimorbidity and Multiple Disabilities

（MMD）―多疾患重複時代がやってきた !

No. 10 小脳 update―運動と認知
No. 9 最適な非対称性動作を考える
No. 8 全身持久力トレーニング
No. 7 視覚障害を併存する

―対象者の理学療法を考える
No. 6 足病―あしを救って機能も救うために
No. 5 “行為”の回復のための理学療法
No. 4 DXが理学療法にもたらす未来
No. 3 骨盤底機能障害と運動器障害の連関
No. 2 総合理学療法
No. 1 Physical Activity

Vol.57 （2023年）
No. 12 疾病・介護予防のための運動療法
No. 11 ヴィジョン―見えるものと見えないもの
No. 10 ACP―個人の人生史を尊重し受け入れる
No. 9 運動器理学療法をどう捉えるか

―統合的戦略で自らの思考の枠を乗り越える
No. 8 睡眠と理学療法の深い関係

Vol.59  No.6（2025年6月号）
特集

脳卒中片麻痺
理学療法の歩みと最新の取り組み

　脳卒中片麻痺は昔も今も理学療法の中心的な対象である．
しかし，理学療法の対象疾患が多様化し多疾患・多障害を
抱える対象者も増え，勤務する施設によっては典型的な片
麻痺症例に接する機会は減少している可能性もある．わが
国の理学療法士誕生から60年が経過し，片麻痺に対する
理学療法はどのように行われ現在へとつながってきたのか，
その歴史を踏まえ，現代における脳卒中片麻痺の理学療法
を再確認し，臨床に役立つ情報を提供したい．
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次号予告  Vol.59  No.8（2025年8月号）

運動器疾患における理学療法アウトカムと�
臨床実践� 企画　森口晃一

エディトリアル  森口晃一
頸部―頸椎症性神経根症に対する理学療法  上田泰久
肩関節―腱板断裂に対する腱板縫合術後の理学療法  原田伸哉
肩関節―上腕骨近位端骨折に対するプレート固定術後の理学療法  河上淳一，他
脊椎―腰部脊柱管狭窄症に対する理学療法  古谷英孝
脊椎―椎体圧迫骨折に対する理学療法  宮城島一史
股関節―大腿骨頸部骨折に対する人工骨頭置換術後の理学療法  松田友秋
膝�関節―変形性膝関節症に対する内側楔状開大型高位脛骨骨切り術後の理学療法�

 藤田慎矢，他

足関節・足部―足関節外側靱帯損傷に対する理学療法  越野裕太

統計学の落とし穴�
―理学療法士が陥りやすい間違いを例に� 神谷訓康

運動器疾患に対する超音波画像評価とエコーガイド下運動療法―EBPTに活かす！④
　肘関節  工藤慎太郎，他

車椅子・歩行補助具の選び方②
　成人の車椅子とオプションの選び方  小原謙一

薬剤と理学療法⑧
　降圧薬（β遮断薬含む） 阿部誠也，他

それ，現場で実際どうしてます？―現場で働く多様な世代の理学療法士による座談会③
　職場で飲み会，開催していますか？　不要ですか？  野添匡史，他

文献収集と管理⑧
　実践編　Google�Scholar  森山英樹

臨床実習サブノート　効果的かつ安全な起居動作へのアプローチ⑤
　パーキンソン病　軽度　  中山智晴，他

＊都合により内容が変更となる場合もありますのでご了承ください．
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年間購読のご案内

1冊ずつ購入するよりお得！
発行後すぐに送料無料でお届けします！
 「電子版」なら，1年分の購読料で創刊号からのバックナンバーが 
読み放題！

お申し込みは医学書院ウェブサイトまたは弊社販売・PR部まで

TEL 03-3817-5650／FAX 03-3815-7804 
https://www.igaku-shoin.co.jp/journal-subscription

2025年  年間購読料
（12冊，税込，送料弊社負担）

冊子版  23,958円
電子＋冊子版／個人  27,258円
電子版／個人  21,912円
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